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研究内容

1. ⾼齢者の転倒リスク判定
2. スポーツの動作解析

• 野球：打撃におけるバットの軌道を研究中
• バレーボール：詳細未定
• サッカー：詳細未定

3. ⾎流の解析：ECMOで使う体から⾎液は抜くカヌーレの解析
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研究室の学⽣の構成

基本的に孫先⽣と合同で運⽤
学⽣は
• 医学研究科データサイエンスコースの修⼠、博⼠の学⽣
• 健康データサイエンス研究科の修⼠、博⼠の学⽣
• 健康データサイエンス学部４年⽣
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1. ⾃⼰紹介

• 姫野⿓太郎
• ⽣まれ：⼤分県別府市
• 出⾝⼤学：京都⼤学⼯学部、京都⼤学⼤学

院⼯学研究科修⼠課程
• ⽇産⾃動⾞、理化学研究所を経て、順天堂

⼤学健康データサイエンス学部
• ⼯学博⼠（1988年、東京⼤学）
• ⽇産の研究所で空⼒の研究、理化学研究所

で野球ボールの変化球、スーパーコン
ピュータ京の開発
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姫野研究室紹介 52026/5/19

⾃⼰紹介2：変化球の研究



背景と動機：健康で⾃⽴した⽼後はみんなの願い

要介護は後期⾼齢者（75歳以上）で急増

65-80歳の⽣活習慣が⾃⽴した
⽼後を過ごすためには最も重要

65-74歳 75歳以上

「フレイル+」を防ぐことで、要介護にならない⾃⽴
した⽣活を

要介護になった原因の中で、予防できる（可能性のある）もの︓
⾼齢による衰弱、転倒・⾻折、関節疾患、認知症
（これらをフレイル+とここでは呼ぶ）
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フレイル＋

転倒リスクを歩⾏状態を
計測して予測できないか

フレイルを歩⾏状態を計
測して診断できないか



⽬標

・歩く様⼦をビデオで10秒程度撮り、
その映像から転倒リスクを予測するこ
とがゴール
・リスクが⾼い場合は、体操教室等に
導き、転倒リスクを下げる

転倒リスク評価

転倒

・転倒による⾻折：⾼齢者が要⽀援・
要介護となる原因の⼀つ
・転倒リスクを簡便に予測できないか
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現在の計測

⾝⻓ 体重 BMI

⽣理学データ

運動学データ 運動学データ慣性計
測ユニット（IMU）

歩⾏データ

転倒リスク

MFC歩幅

歩⾏パラメータ

TUGテスト、4stage-balance test、CS30の３つの体⼒バランステストと、10m歩⾏時のIMUセン

サによる計測、ビデオ撮影を実施（フレイルロコモ予防計測会）。現在は6⽉と11,12⽉の２回、

それぞれ⼆週末を使って、年1000名の⾼齢者を計測（2024年12⽉から）。

安定性
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保養の可視化

MFCは、歩⾏サイクル中
の⾜が地⾯から最も低い位
置にある点で、転倒リスク
の評価に重要

（爪先離地）

前半のピーク 後半のピーク
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浦安市・順天堂⼤学
フレイル・ロコモ予防ドック10年プロジェクト
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重要事項

• 姫野・孫・⼩⽥の３研究室で協⼒し、フレイルロコモ予防計測会で
データを取得している。この計測会は年8⽇（⼟⽇）で、延1000⼈
を計測するため、この計測会への協⼒は研究データの取得のために
重要。
• このため、研究室配属の際、この計測会での協⼒者を優先して配属

の順番を決める。
• 具体的には先に協⼒者の中でGPA順位に基づいて受け⼊れを決め、

その上で空きがあれば協⼒者以外のGPAに基づいて残りの枠を決め
る。
• 6⽉の計測会は6/6,7, 6/20,21の⼟⽇。9:00-17:00, 昼⾷の弁当あり。

アルバイト料はない。参加は1⽇以上。
• 参加申し込みは5⽉中に姫野までメールで。
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その他

• ⾯談：原則として⽉曜⽇15:30-16:10, ⽕曜⽇16:30-17:30, ⽊曜
⽇16:30-17:30は空けておくが、事前にメールで予約すること
• 簡単な質問はメールでも受けるが、細かい研究の話は⾯談を予

約して、その中で⾏ってください。

•メールアドレス：r.himeno.tx@juntendo.ac.jp
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